
ご意見をお寄せください 

4/ 8 岡山小学校入学式　資料館友の会総会 
4/ 16・17 連合議員団研修会（長野市） 
4/ 19 関西政経セミナー（主権在民の自治体改革について） 
4/ 23 東近江地域振興局事業説明会 
4/ 25 県議会4月臨時議会 
4/ 28 水茎夢の郷委員会 
4/ 29 岡山学区連合自治会との懇談会 
5/ 1 岡山学区青少年育成学区民会議総会 
  岡山学区人権尊重のまちづくり推進協議会総会 
  岡山学区社会福祉協議会総会 
5/ 5 ひむれの里茶会 
5/ 6 賀茂神社例祭（足伏走馬） 
  嘉田由紀子知事と語る会 
5/ 8 滋賀県議会正副委員長会議 
5/12・13 地方自治体議員フォーラム（東京都） 
5/ 15 日野川改修期成同盟会定期総会 
  県議会環境・農水常任委員会 
5/ 17 連合議員団ネットワーク会議 
5/ 19 春季戦没者慰霊祭 
  近江八幡観光ボランティアガイド協会総会 
  県議会地方分権・財政対策特別委員会 

5/ 20 滋賀県民平和・人権運動センター総会 
5/ 21 安心安全フォーラム（近江八幡地区防犯自治会主催）に参加 
5/ 22 国道421号線改良工事／石榑峠トンネル工事の進捗状況調査 
  近江八幡市合併問題学習会 
5/ 23 船木町老人クラブ総会 
5/ 24 近江八幡シルバー人材センタ―総会 
  消費者月間記念講演会に出席 
5/ 25 水茎夢の郷委員会「水田アート田植え」 
5/ 27 近江八幡市身体障害者厚生会総会 
 

5/ 28 小船木町老人クラブ総会 
5/ 30 蛇砂川改修促進協議会総会 
5/ 31 ワールド・アミーゴ・クラブ見学 
6/ 1 岡山公民館大臣表彰受賞記念碑除幕式 
6/ 3 レジ袋有料化の研究調査会 
6/ 5 県議会環境・農水常任委員会県内視察 
6/ 6 篠原駅周辺都市基盤整備推進協議会総会 
6/ 7 民主党医療問題研究小委員会 
6/ 9 近江八幡商店街連盟懇談会 
6/ 10 嘉田知事との政策懇談会 
  後期高齢者医療制度廃止街頭演説会 
6/ 12 栗東RD産廃処理場現地視察 
  近江八幡観光物産協会総会 
6/ 13 県議会環境・農水常任委員会 
6/ 14 あかね寮創立20周年記念式典 
6/ 15 政策フォーラム（武村正義氏とともに地方自治を語る） 
6/ 19 沖島町急傾斜地工事現地視察 
6/ 20 県議会地方分権・財政対策特別委員会 
  県議会環境・農水常任委員会 
6/ 21 ワークライフバランス公開講演会 
6/ 24 県議会6月定例会開会日（提案理由説明） 
 
 

6/ 27 県議会代表質問 
6/ 29 滋賀の私学助成をすすめる会総会 
  市議会議長就任祝賀会 
7/ 1 原水爆禁止自治体要請活動（東近江地域） 
7/ 2 県議会一般質問（造林公社問題集中審議） 
7/ 3 県議会一般質問 
7/ 4 県議会一般質問 
7/ 5 日韓親善協会湖東支部総会 
  民主党医療問題研究小委員会 
7/ 7 県議会一般質問 
7/ 8 県議会環境・農水常任委員会 
7/ 9 県議会環境・農水常任委員会 
7/ 11 県議会地方分権・財政対策特別委員会 
7/ 14 県議会環境・農水常任委員会 
7/ 16 県議会6月定例会閉会日（討論・採決） 
7/ 18 原水爆禁止自治体要請活動（滋賀県庁） 
7/ 20 消防協会八幡支部夏期訓練 
  滋賀県知的障がい者教育福祉振興大会 
7/ 26 岡山学区納涼フェステイバル 
7/ 27 環境シンポジウム「キズナとしての水」 
7/ 30 生活排水適正処理推進大会 

2
0
0
8
年

4
月
～
7
月
の
活
動
報
告

嘉田知事を囲んで女性の皆さんとともに子育て支援などについて語る。（5/6） 
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滋
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し
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安
全
で
安
心
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滋
賀
県
を
め
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し
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安
全
で
安
心
な 

滋
賀
県
を
め
ざ
し
て 

本
年
５
月
に
発
生
し
た
中
国
四
川
大
地
震
に
続
き
、
我
が
国
で
も
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、

岩
手
県
沿
岸
北
部
地
震
が
相
次
い
で
発
生
し
、
多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

滋
賀
県
で
は
幸
い
大
規
模
な
災
害
は
発
生
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
等
に

よ
る
地
震
被
害
予
測
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
つ
地
震
災
害
が
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

６
月
定
例
県
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
防
災

対
策
、
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
耐
震
工
事
、
そ
し
て
県
民
の
命
を
守
る
医
療
体
制
の
構
築
な
ど

安
全
で
安
心
な
滋
賀
県
を
め
ざ
し
て
数
多
く
の
質
問
が
さ
れ
ま
し
た
。

私
も
、「
県
民
の
皆
さ
ん
の
命
や
健
康
を
守
る
医
療
政
策
の
確
立
」
や
「
原
子
力
災
害
対
策
な
ど

の
危
機
管
理
体
制
」に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

滋
賀
県
保
健
医
療
計
画
に
つ
い
て 

 

滋
賀
県
保
健
医
療
計
画
が
策
定
さ
れ
た
が
、
全
国

的
に
医
師
不
足
や
病
院
の
経
営
難
が
進
む
中
で
医

療
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
る
。
市
町
の
意
見
や
県
民
の
ニ
ー
ズ

を
し
っ
か
り
と
ら
え
、
先
を
見
通
し
た
医
療
政
策
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
知
事
の
基
本
方
針
を
問
う
。 

（
知
事
）「
安
全
で
心
や
す
ま
る
質
の
高
い
医
療
を
受
け
た

い
」、
こ
う
し
た
思
い
は
県
民
の
誰
も
の
強
い
願
い
で
あ
り
、

県
政
世
論
調
査
な
ど
で
も
、
医
療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
い
つ
で
も
大

変
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
改
め
て
、
滋
賀
の
医
療
福
祉
の
実
情
、
例
え
ば
、

医
療
圏
域
別
の
受
診
行
動
や
そ
の
動
向
、
ま
た
、
県
内
で
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
な
ど
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
ま
ず
お
さ
え
、
滋
賀
と
し
て
の

強
み
、
弱
み
を
確
実
に
お
さ
え
な
が
ら
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
医
療
に

関
わ
る
当
面
の
不
安
の
解
消
を
図
る
と
と
と
も
に
、
究
極
的
に
は

「
滋
賀
県
に
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
中

長
期
的
な
視
点
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
く
こ
と
は
、
知
事
と

し
て
の
責
務
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、「
滋
賀
の
医
療
福
祉
を
考
え
る
懇
話
会
」
の
設
置
を

契
機
に
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
な
ど
の
課
題
も
含
め
て
、
患
者
と
し

て
の
受
診
行
動
の
適
正
化
を
は
じ
め
、
医
師
が
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
な
ど
住
民
参
加
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
有
機
的
な
連
携
に
よ
り
、
滋
賀
な

ら
で
は
の
医
療
政
策
に
取
り
組
む
べ
く
、
そ
の
責
任
者
と
し
て
の
総

合
化
の
た
め
の
方
向
を
考
え
、
そ
れ
を
具
体
的
に
実
践
行
動
に
つ
な

げ
て
い
く
、
そ
の
基
本
方
針
を
今
回
の
懇
話
会
の
中
で
議
論
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

 

原
子
力
災
害
対
策
に
つ
い
て 

 

原
子
力
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
体

制
が
取
ら
れ
る
の
か 

（
政
策
監
）
原
子
力
災
害
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
事
象
を

特
定
事
象
と
い
い
ま
す
が
、
原
子
力
事
業
者
か
ら
原
子
力

災
害
発
生
の
通
報
を
受
け
た
場
合
な
ど
に
は
、
防
災
危
機
管
理
監

を
本
部
長
と
す
る
「
特
定
事
象
対
策
本
部
」
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
湖
北
地
域
振
興
局
お
よ
び
高
島
県
事
務
所
に
「
特
定
事
象
対

策
地
方
本
部
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

最
近
の
原
子
力
防
災
訓
練
の
状
況
は
ど
う
か 

（
政
策
監
）
昨
年
の
場
合
、8
月
に
防
災
関
係
機
関
と
連

携
し
た
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

訓
練
は
、
原
子
力
事
業
者
か
ら
の
通
報
を
想
定
し
、
迅
速
な
情
報

共
有
と
、
適
切
な
判
断
を
下
せ
る
初
動
体
制
の
確
認
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
11
月
に
は
、
福
井
県
が
実
施
す
る
原
子
力
総

合
防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
職
員
を
派
遣
し
て
、
情
報
伝
達
訓
練

と
現
地
対
応
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

原
子
力
災
害
発
生
時
の
放
射
性
物
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か 

（
政
策
監
）
本
県
で
は
、
平
成
１４
年
３
月
に
高
島
市
内
に
２

カ
所
、
余
呉
町
、
西
浅
井
町
に
各
１
カ
所
の
計
４
箇
所
に
環

境
放
射
線
テ
レ
メ
ー
タ
を
設
置
し
、
２４
時
間
連
続
測
定
し
て
環
境
の

変
化
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
こ
の
測
定
値
に
つ
き
ま
し
て
は
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
防
災
ポ
ー
タ
ル
に
公
開
し
て
い
ま
す
。 

地
震
、
風
水
害
か
ら
原
子
力
災
害
に
至
る
ま
で
、

県
民
の
皆
さ
ん
の
命
や
健
康
に
危
険
が
迫
っ
た
と
き

の
危
機
管
理
に
対
す
る
知
事
の
基
本
姿
勢
を
問
う
。 

（
知
事
）
県
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を
災
害
や
潜
在

的
危
険
か
ら
守
る
施
策
は
、
県
に
課
せ
ら
れ
た
最
も
重
要

か
つ
根
幹
的
な
責
務
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

こ
の
４
月
か
ら
防
災
危
機
管
理
局
を
知
事
直
轄
組
織
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
危
機
事
案
に
対
し
て
、
県
庁
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
、
迅

速
・
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
た
だ
い
ま
、
議
員
が
指
摘
さ
れ
た
原
子
力
災
害
を
含
め
て
、
危

機
事
案
発
生
の
際
に
は
、
国
や
市
町
と
連
携
の
う
え
、
正
確
な
情

報
を
入
手
し
、
迅
速
に
県
民
の
方
々
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
変

重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
情
報
伝
達
を
中
心

と
す
る
訓
練
を
く
り
返
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
県

の
危
機
管
理
体
制
は
、
常
に
日
常
的
に
最
善
の
状
態
と
な
る
よ
う

に
備
え
る
こ
と
が
大
変
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
震
、
風

水
害
な
ど
の
自
然
災
害
を
は
じ
め
、
原
子
力
災
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
危
機
に
対
し
ま
し
て
、
関
係
す
る
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、

防
災
・
減
災
の
両
面
か
ら
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 

環 境 ・ 農 水 常 任 委 員 会 報 告   

大きな課題である栗東RDエンジニアリング最終処分場の有害物

質の除去方法について全量撤去を望む周辺住民の皆さんと遮水

壁で囲って有害物質を浄化する案を示す県当局が対立しています。 

委員会では周辺住民の皆さんからご意見を伺うとともに、対策

工実施の基本方針である互いの合意と納得を得るという大原則に

基づき交渉にあたるよう県当局に求めました。 

もう一つの大きな課題である造林公社の債務引き受けにつきまし

ては、県当局から６９０億円を農

林漁業金融公庫に４２年間で返

済する計画が議案として出され

ましたが、総務省から違法の可

能性を指摘され議案取り下げと

なりました。今後は９月８日の損

失確定日までに代替案が議会に

示される予定になっています。 

地 方 分 権 ・ 財 政 対 策 特 別 委 員 会 報 告   

昨年審査した県基本構想や財政構造改革プログラムに引き続き、

今年は行政改革の一環とし

て県の地域振興局などの統

廃合について審査しています。 

また、国で検討中の地方

分権改革案や道州制などに

ついても研究しています。 

 

国
政
・
県
政
報
告
会 

開
催
の 

お
知
ら
せ 

 
奥
村
展
三
衆
議
院
議
員
と
と
も
に
国
政
や
県
政
の
課
題
に 

つ
い
て
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

日 

時 

2
0
0
8
年
9
月
7
日（
日
） 

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
 

  

場 

所 

近
江
八
幡
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル（
市
役
所
東
隣
） 

 
栗東RDエンジニアリング最終処分場の焼却 
炉。周辺住民の皆さんは撤去を望んでいる。 

地方分権・財政対策特別委員会副委員長として 
行政改革などについて審査する。（写真左） 

今江まさひこ 今江まさひこ 
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